
その他、記録の注意点など

　①グラウンド責任チームは、記録席としてテーブル、椅子、及びスコアー表、バインダー、筆記用具、ストップウォッチ

　　（携帯電話の時計などは不可）、事例報告書の準備をお願いします。

　②本塁打かどうかの判断は球審がしますので、本塁打は球審に確認をとってから記入してください。

　③記録の方は、球審以外に残り時間を教えてはいけません。

　④怪我や事故で長時間試合が停止する場合は、球審の指示により時計を止めてください。

　⑤スコアー表のサインは、監督以外の方でも可となっています。確認をされる方は、バッテリー氏名、点数、本塁打数などの内容

　　を確認した上でサインをしてください。

　⑥確認サインをした後の訂正は、受付いたしません。

　⑦試合終了後直ちに、理事会グループラインへ送信してください。

記入例 (良い例 )

記入例 (悪い例 )

スコアー表の記入について

　①審判・記録の欄には、チーム・氏名を記入してください（特に審判の方）。

　②試合の開始時間、終了時間を記入してください。

　③投手、捕手の欄は、先発の選手だけではなく途中で交代した場合はその選手の氏名（苗字のみでも可）も記入してください。

　④本塁打の欄には、選手の氏名（苗字だけではなく名前まで）を記入してください。

　⑤2本以上の本塁打は、数字ではなく「正」の字を記入してください。

　⑥試合終了挨拶の前 (整列時 )に、両チームの監督 (または代理の方 )に確認のサインをもらってください。

　⑦試合終了後、最終回の点数や、合計点数、×などの記入漏れがないかどうか、再度確認をしてください。

試合開始時間、
試合終了時間の記入なし

審判、記録の記入なし

場所、責任者の記入なし「×」の記入なし 合計得点の記入なし

確認員（サイン）なし

本塁打数を
数字で記入している

苗字のみで名前の記入なし

不可能な得点が記入されている
（7点差でコールドゲームとなるので、この場合の得点は最大でも 10 点まで）

「×」の記入なし

「×」および
「時間切れ」の記入なし


